
 
 

西成 Wall Art Nippon 

西成アート回廊プロジェクト実行委員会  委員長 ○松村嘉久 

学生委員  大嶋千波 

１．活動方針・目的 

2015 年春、西成区内の 3 小学校（弘治・萩之茶屋・今宮）が統廃合され、いまみや小

中一貫校が開校されるに伴い、一貫校へ通う生徒の保護者や地域社会から、通学路の安

全・安心を確保するよう強い要望が挙がった。私たちは、そもそもこの通学路が、人の

目の届かない寂しいところであることが地域の課題であり、防犯カメラや明るい街灯よ

りも、賑わいの創出によって、心無い落書きや、犯罪や事故も未然に防げると考え、西

成 Wall Art Nippon（WAN）を企画した。 

西成 WAN の第一の目的は、心無い落書きの多い壁面を、本気の Wall Art で合法的に塗

り潰し、描かれては消す不毛なイタチごっこを乗り越え、新たな落書き対策の方法とし

て提示することであった。もう一つの目的は、地域の子供たちとアーティストが協働で

Wall Art を描き、子供たちの地域への愛着や誇りや自己肯定感を呼び覚まし、コミュニ

ティの活性化を促すことであった。 

２．活動内容 

西成 WAN は、地元出身のラッパーの SHINGO★西成が総合プロデューサーとなり、アー

ティストや協賛企業から協力を引き出し、西成アート回廊プロジェクト実行員会が、南

海電鉄や西成区役所から協力を引き出し、壁面や道路の使用許可を得て、活動を展開し

て来た。 

2015 年１月 17 日、3 回のワークショップを経て、幅 50m 高さ 2m のブロック塀に「こ

こから いまから」という作品を完成させた。制作方法は、アーティストが下絵を描き、

下絵のなかを子供たちが自由に塗り潰し、最後にアーティストが仕上げる、というもの

であった。SHINGO★西成からもらったメッセージには、「ここから世界へ ここから始ま

る いまから未来へ いまから始める」という意味が込められている 

第 2弾は幅 70m 高さ 7m という日本最大級の規模で、子供や学生委員らがサポートする

なか、二人のアーティストが独自のスタイルで、SHINGO★西成からもらったメッセージ

を描いた。CASPER 担当部分は「自分たちのまちは 自分たちでつくる 今できるコトを 今

できるヒトが まちをキレイに こころをキレイに」、ONEVERY 担当部分は「アセラズ ク

サラズ アキラメズ WE ARE HERE GIVES YOU WINGS」であった。制作期間は実質 10 日間、

遠方からも多数のギャラリーが駆け付け、2015 年 9 月 28 日に完成披露会を行った。 

３．他の活動団体の参考となる事例 

以下の諸点はぜひ参考にしていただきたい。①落書きを消すのではなく塗り潰すこと

で、賑わいの創出やコミュニティの再生を促す、という「逆転の発想」。②地域で活動す

る様々な個人や組織へ働きかけ、地域の外で活躍するアーティストや協賛企業も巻き込

むことで、西成 WAN を核とする達成感をみんなで共有し仲間意識や結束力を高めた企画

力。③学生委員が準備や制作の現場を支え、企画段階からメディアが注目する状況を生

み出した手法。 

４．今後の課題等 

今後の課題は、「あいりん地域だから関わらない方がいい」という偏見と闘いながら、

「あいりん地域だからこそ関わりたい」というアツい想いをもっと受入れ、クラウドフ

ァンディングなども活用して活動資金を集め、持続可能な形で活動を展開し続けること

にある。 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


